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研究の概要（200～300 字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

本 研 究 は 、 戦 前 の 天 皇 制 国 家 に 関 す る 研 究 分 野 で あ り 、 と く に 昭 和 期 の 1930 年

代 を 対 象 時 期 に 設 定 し 、 政 治 体 制 の 変 動 に 焦 点 を あ て た 研 究 で あ る 。  
 1930 年 代 は 、 ロ ン ド ン 海 軍 軍 縮 条 約 の 批 准 問 題 や 満 州 事 変 か ら 日 中 戦 争 へ と 、

戦 前 日 本 の 転 換 期 と な っ た 時 期 で あ る 。こ の 激 動 期 に お い て 天 皇 、宮 中 勢 力 が ど う

い う 政 治 思 想 を 有 し 、具 体 的 に ど う 対 応 し た の か を 明 ら か に す る 。そ の な か で 、政

党 内 閣 制 の 興 隆 か ら 崩 壊 、挙 国 一 致 内 閣 、軍 部 主 導 内 閣 へ と 政 治 体 制 が 変 化 し て い

く な か で 、明 治 憲 法 に お け る 統 治 権 の 総 攬 者 で あ る 天 皇 と 彼 を 支 え る 元 老 西 園 寺 公

望 や 牧 野 伸 顕 内 大 臣 ら を は じ め と す る 宮 中 勢 力 が ど う 関 与 し て い た の か と い う 点

に 注 目 し て 、 分 析 を す す め て い く 。  
 

 
キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔 天皇制               〕 〔 宮中グループ 〕 〔 ファシズム 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

研 究 概 要 に そ い 、 19 30 年 代 に お け る 宮 中 勢 力 の 政 治 動 向 に 関 す る 分 析 を 進 め た 。  
そ の な か で 、ま ず は 昭 和 初 期 以 来 、昭 和 天 皇 を 支 え て き た 牧 野 伸 顕 内 大 臣 を 中 心 と

す る 宮 中 勢 力 の 実 態 、お も に 彼 ら の 政 治 的 活 動 の 背 景 に あ る 政 治 思 想 や 行 動 様 式 を 解

明 す る こ と を 分 析 視 角 と し た 。具 体 的 な 対 象 と し て 、従 来 の 先 行 研 究 で 本 格 的 な 分 析

が な さ れ て こ な か っ た 、 関 屋 貞 三 郎 を 取 り 上 げ た 。 関 屋 は 1 921 年 3 月 か ら 1933 年

2 月 ま で の 約 12 年 間 も の 間 、宮 内 次 官 に 在 職 し 、牧 野 内 大 臣 、一 木 喜 徳 郎 宮 内 大 臣 、

珍 田 捨 巳 （ 鈴 木 貫 太 郎 侍 従 長 ）、 河 井 弥 八 侍 従 次 長 ら と と も に 、 宮 中 勢 力 の 主 要 構 成

員 と し て 活 動 し て き た 。し か し な が ら 、従 来 の 研 究 で も 論 じ ら れ て き た よ う に 、田 中

義 一 内 閣 か ら 犬 養 毅 内 閣 ま で の 政 党 内 閣 制 の 時 代 に お い て 、宮 中 勢 力 の 政 治 関 与 の 実

態 が 明 ら か に さ れ て き た も の の 、そ こ で は 、関 屋 を 除 く メ ン バ ー の 言 動 が 中 心 で あ り 、

関 屋 に 関 す る 言 及 と い え ば 、宮 内 次 官 と し て の 宮 中 職 務 に 限 定 さ れ 、関 屋 の 政 治 的 言

動 は 等 閑 視 さ れ て き た 感 が 否 め な か っ た 。そ こ で 、私 は 、関 屋 貞 三 郎 の 政 治 的 言 動 を

分 析 す る た め 、お も に 国 会 図 書 館 憲 政 資 料 室 寄 託 の「 関 屋 貞 三 郎 文 書 」を 中 心 資 料 と

し て 、 論 文 を 作 成 し 、「 関 屋 貞 三 郎 の 政 治 思 想 と 政 治 活 動 ─ 牧 野 グ ル ー プ 理 解 へ の 一

考 ─ 」と い う タ イ ト ル で 、『 史 苑 』第 66 巻 第 1 号（ 2005 年 11 月 発 行 ）に 発 表 し た 。

本 論 文 で 解 明 し た こ と は 、 以 下 の 通 り で あ る 。  
 １ ．宮 中 職 務 以 外 で は 、松 岡 洋 右 や 南 次 郎 な ど の 旧 友 や 心 酔 す る 思 想 家 の 安 岡 正 篤 と

深 い 関 係 を 持 ち 、政 党 政 治 批 判 や「 満 州 国 」育 成 論 な ど 、自 身 の 政 治 思 想 を 披 瀝

し て い た 。  
 ２ ．天 皇 の 政 治 意 思 を 政 局 に 反 映 さ せ る た め に 政 治 関 与 を 行 っ て い た 牧 野 内 大 臣 と 政

治 思 想 を 共 有 し な が ら 、 牧 野 の 政 治 活 動 を 裏 面 か ら 支 え 、 関 係 者 と の 意 見 交 換 、

調 整 な ど に 奔 走 し 、 牧 野 の 政 治 活 動 を 補 完 す る 役 割 を 負 っ て い た 。  
 ３ ．宮 内 次 官 辞 任 後 に 本 格 化 す る 講 演 活 動 を 全 国 各 地 を 飛 び 回 っ て 実 施 し 、天 皇 や 皇

后 の 公 私 両 面 を 民 衆 に 紹 介 し 、天 皇 制 に お け る 支 配・被 支 配 の 紐 帯 関 係 の 強 化 に

努 め て い た 。  
  以 上 の 解 明 点 を ま と め 、本 論 分 の 結 論 と し て 、関 屋 の 政 治 的 活 動 は 、牧 野 グ ル ー プ

の 活 動 全 体 に と り 、重 要 な 一 翼 を 担 っ て い た と い う こ と で あ る 。政 治 思 想 面 で の 、英

米 協 調 外 交 の 維 持 、国 内 政 治 の 危 機 に 対 す る 対 処 法 と し て の 政 党 内 閣 制 へ の 批 判 的 見

方 と 天 皇 親 政 強 化 路 線（ 重 臣 起 用 に よ る 立 憲 君 主 制 再 編 ）な ど は 、い ず れ も 牧 野 内 大

臣 の 政 治 思 想 と 合 致 す る も の で あ っ た 。 よ っ て 、 牧 野 と 政 治 思 想 を 共 有 す る こ と で 、

望 む べ く 政 治 体 制 に 向 け た 行 動 理 念 が 形 成 さ れ 、牧 野 と 共 同 歩 調 を と り 、政 治 の 裏 面

で の 積 極 的 な 政 治 活 動 に 励 ん だ の で あ る 。し か し 、関 屋 の 政 治 的 活 動 は 、宮 中 勢 力 全

体 へ の 軍 部 、右 翼 勢 力 に よ る 側 近 攻 撃 に 加 え 、政 府 や 他 の 政 治 勢 力 か ら も 批 判 的 に み

ら れ て い た 。宮 中 勢 力 内 部 で は 、木 戸 幸 一 内 大 臣 秘 書 官 長 や 近 衛 文 麿 、原 田 熊 雄 ら 次

代 を 担 う「 宮 中 革 新 派 」が 、牧 野 を 含 め た 上 層 部 の 一 新 を 思 案 し 、関 屋 の 宮 内 次 官 更

迭 も 考 慮 す る よ う に な る 。宮 中 勢 力 内 部 か ら の 転 換 論 に 加 え 、右 翼 勢 力 な ど 外 部 か ら

の 側 近 攻 撃 の 激 化 も あ り 、関 屋 は 1933 年 2 月 に 、一 木 宮 相 と と も に 辞 任 す る こ と に

な る 。関 屋 の 辞 任 は 、牧 野 が 宮 中 勢 力 で の 主 導 権 を 低 下 さ せ て い く 、大 き な 要 因 と な

っ た 。  
 

次 に 、 2 .26 事 件 後 の 宮 中 勢 力 に 関 す る 研 究 も す す め た 。 2 . 26 事 件 で 襲 撃 を 受 け た

宮 中 官 僚 は 、そ の 後 の 建 て 直 し に よ り 、湯 浅 倉 平 内 大 臣 、松 平 恒 雄 宮 内 大 臣 、百 武 三

郎 侍 従 長 と い う 新 布 陣 が 形 成 さ れ た 。 3 人 を 中 心 と す る 新 体 制 は 、 湯 浅 が 194 0 年 5
月 に 辞 任 す る ま で 続 い て い く 。 本 研 究 で は 、 こ の 1936 年 か ら 1940 年 ま で の 期 間 に

お け る 3 人 の 言 動 を 分 析 し な が ら 、 政 局 と の 関 係 を 論 じ て い く こ と に し た 。 今 年 度

ま で に 論 文 と い う 形 式 で 完 成 、発 表 す る に は い た ら な か っ た が 、現 時 点 ま で の 研 究 経

過 と 研 究 成 果 を 以 下 に あ げ て お く 。  
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研 究 経 過 と し て は 、先 行 研 究 の 整 理 、資 料 収 集 と 分 析 と い う 前 提 作 業 に 時 間 を 費

や し た 。当 該 期 の 先 行 研 究 は 、数 多 く 存 在 す る も の の 、日 中 戦 争 や 日 独 伊 三 国 同 盟 、

日 米 、日 英 関 係 論 な ど の 外 交 史 か ら の ア プ ロ ー チ か 、新 体 制 運 動 や 大 政 翼 賛 会 成 立

な ど の 国 内 フ ァ シ ズ ム 体 制 の 確 立 と い う 視 点 か ら の 研 究 が 中 心 で あ り 、宮 中 勢 力 の

動 向 に 着 目 し た 研 究 は 少 な い 状 況 に あ る 。そ の 理 由 は 、資 料 面 で の 制 約 で あ る 。1 930
年 代 前 半 の 牧 野 内 大 臣 時 代 と 比 較 す る と 、 湯 浅 内 大 臣 、 松 平 宮 相 、 百 武 侍 従 長 の 3
人 と も 日 記 や 書 簡 な ど の 関 係 文 書 が 皆 無 か 極 端 に 少 な く 、『 木 戸 幸 一 日 記 』、『 西 園

寺 公 と 政 局 』か ら の 情 報 も 、木 戸 が 宗 秩 寮 総 裁 専 任 と な り 、閣 僚 と し て 宮 中 か ら 去

る こ と で 情 報 量 が 低 下 し 、原 田 も 、閣 僚 か ら の 情 報 量 が 減 少 す る 傾 向 に あ る 。こ の

資 料 的 な 制 約 に よ り 、原 田 と の 情 報 交 換 を 行 っ て い た 湯 浅 は ま だ し も 、松 平 宮 相 と

百 武 侍 従 長 の 言 動 は 、研 究 対 象 に な ら な い ほ ど の 希 薄 な 状 況 に あ る と い え る 。よ っ

て 、私 は 、 宮 中 関 係 者 の ほ か 、当 該 期 の 政 治 家 や ジ ャ ー ナ リ ス ト を は じ め 、彼 ら と

接 触 の あ っ た 人 々 の 日 記 や 書 簡 、回 想 類 を 丹 念 に 調 査 し 、そ こ か ら 湯 浅 、松 平 、百

武 の 言 動 を 拾 い 集 め て い る 。 さ ら に 、 英 米 の 外 交 文 書 で あ る 、「 Documents  on  
B r i t i s h  F ore i gn  P o l i cy  1919 -1939」、「 F ore i gn  R e l a t i ons  o f  the  U n i ted  Sta tes」
も 調 査 し 、外 務 官 僚 と し て 、駐 英 大 使 、駐 米 大 使 の 前 歴 の あ る 松 平 宮 相 の 英 米 外 交

官 と の 会 見 な ど を 記 録 し た 文 書 を 収 集 し て 分 析 し て い る 。  
  分 析 視 角 は 、 湯 浅 内 大 臣 を 中 心 と す る 宮 中 勢 力 が 、 1940 年 の 三 国 同 盟 締 結 や 大

政 翼 賛 会 成 立 ま で の フ ァ シ ズ ム 化 進 行 の 時 期 に 、抵 抗 し う る 大 き な 役 割 を 果 た す こ

と が で き な か っ た 理 由 を 探 る こ と で あ る 。三 国 同 盟 締 結 に い た る ま で の 過 程 が 格 好

の 例 で あ る が 、国 内 の 政 治 勢 力 で は 、推 進 派 の 陸 軍 の ほ か 、昭 和 天 皇 や 元 老 西 園 寺 、

湯 浅 内 大 臣 ら 宮 中 勢 力 、海 軍 上 層 部 な ど が 独 伊 と の 提 携 に 消 極 的 で あ っ た に も か か

わ ら ず 、 最 終 的 に は 三 国 同 盟 を 締 結 し て し ま う 。 従 来 か ら 指 摘 さ れ て き た よ う に 、

こ の 時 期 の 日 本 の 外 交 政 策 の 決 定 に は 、第 2 次 世 界 大 戦 の 戦 局 の 転 換 や ド イ ツ 、ソ

連 な ど の 国 際 政 治 の 変 化 な ど の 側 面 に 大 き な 影 響 を 受 け て い た こ と は 確 か で あ る 。

し か し 、 国 内 に 目 を 向 け る と 、 宮 中 勢 力 で 主 要 な 地 位 に い た 湯 浅 、 松 平 、 百 武 の 3
人 と も が 、程 度 の 差 は あ れ 、昭 和 天 皇 と 英 米 協 調 外 交 維 持 と い う 政 治 思 想 を 共 有 し

て い た に も か か わ ら ず 、牧 野 時 代 の よ う な 政 治 的 協 議 も 交 わ さ ず に 、目 立 っ た 抵 抗

も な い ま ま 、フ ァ シ ズ ム 化 に 身 を 委 ね る 格 好 と な っ て し ま う 。そ の 要 因 、理 由 は 何

か と い う 点 を 解 明 し て い く こ と が 本 研 究 の ね ら い で あ り 、今 後 の 論 文 作 成 で の 課 題

と な る 。  
 

※  こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間

等 を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  


